
市政日誌

昭和
57年

1982

横
浜
市
関
係

1
―
境
川
改
修
に
伴
う
横
浜
・
大
和
両
市
の
境

界
変
更
実
施
、
一
・
八
h
a
大
和
市
へ

２
―
市
民
局
勤
労
市
民
室
の
「
雇
用
動
向
ア
ン

ケ
ー
ト
」
に
よ
る
と
、
六
〇
歳
定
年
制
五
二
・

三
％
の
事
業
所
で
実
施

３
―
市
、
金
沢
地
先
埋
立
問
題
協
議
会
で
、
市

大
医
学
部
、
同
付
属
病
院
な
ど
を
金
沢
埋
め
立

て
三
号
地
へ
移
転
方
針
と
説
明

４
―
市
長
、
総
額
一
兆
三
、
四
八
二
億
四
、
五

三
九
万
円
の
五
十
七
年
度
当
初
予
算
案
発
表
。

前
年
当
初
比
九
・
〇
％
増
。
一
般
会
計
六
、
一

三
八
億
囚
、
六
九
八
万
円
。
前
年
当
初
比
三
・

五
％
増
。
▽
県
都
計
審
、
北
八
朔
公
園
（
七
・

七
h
a
）
、
日
野
中
央
公
園
（
五
・
七
h
a
）
等
一

四
件
原
案
通
り
承
認

1
2
―
市
、
総
額
七
億
六
、
四
〇
〇
万
円
の
二
月

補
正
予
算
案
発
表

1
5
―
「
み
な
と
み
ら
い
2
1
」
計
画
の
環
境
ア
セ

ス
評
価
書
の
縦
覧
開
始

1
6
―
第
一
回
横
浜
市
民
消
防
感
謝
祭
。
▽
市
地

域
防
災
計
画
の
う
ち
、
航
空
機
・
地
下
街
ガ
ス

爆
発
・
高
速
道
路
事
故
対
策
を
盛
り
込
ん
だ

　
「
都
市
災
害
対
策
編
」
修
正
案
発
効

1
8
―
緑
区
と
町
田
市
に
ま
た
が
る
玉
川
学
園
周

辺
自
治
会
町
内
会
連
絡
協
議
会
、
「
み
ど
り
の

宣
言
」
発
表
。
▽
市
行
政
懇
話
会
、
意
見
集
を

市
長
に
提
出
。
任
期
終
了

1
9
―
市
会
二
月
定
例
会
開
会
（
～
3
/
1
6
）

自
治
体
・
国
・
社
会

１
―
東
京
金
取
引
所
創
立
総
会
・
▽
一

都
総
務
局
長
急
死
（
5
3
）
。
▽
五
十
　
　
　

六
年
の
住
宅
建
設
、
一
一
五
万
一
、

六
〇
〇
戸
。
前
年
比
九
・
二
％
減
。

５
―
自
治
省
、
五
十
五
年
度
市
町
村

決
算
の
概
況
発
表
。
赤
字
団
体
が
前

年
よ
り
一
九
増
え
六
八
。
６
―
川
崎

公
害
訴
訟
第
一
次
原
告
団
結
団
式
。

▽
政
策
推
進
労
組
会
議
の
「
婦
人
労

働
者
の
実
態
調
査
」
に
よ
る
と
、
「
仕

事
の
や
り
が
い
あ
る
」
六
三
・
二

％
。
８
―
東
京
都
千
代
田
区
の
ホ
テ

ル
・
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
パ
ン
火
災
。
死
者

三
二
人
。
９
―
羽
田
空
港
沖
で
日
航

機
墜
落
、
死
者
二
四
。
1
0
―
県
知
事

総
額
一
兆
一
、
四
七
七
億
六
、
二
〇

○
万
円
の
五
十
七
年
度
当
初
予
算
案

発
表
。
▽
全
国
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
協
会
設
立
。
1
3
―
厚
生
省
の
「
五

十
五
年
度
社
会
医
療
診
療
行
為
別
調

告
」
に
よ
る
と
、
一
件
当
た
り
医
療

費
一
四
、
〇
七
五
円
。
1
6
―
川
崎
市

長
、
総
額
四
、
八
七
七
億
六
、
九
六

九
万
円
の
五
十
七
年
度
当
初
予
算
案

発
表
。
1
7
―
全
国
市
議
会
議
長
会
の

都
市
行
政
問
題
研
究
会
、
機
関
委
任

事
務
の
廃
止
な
ど
を
含
む
「
新
時
代

に
即
応
し
た
市
議
会
機
能
の
向
上
策

に
つ
い
て
の
意
見
」
発
表
。
1
8
―
中

岡
残
留
日
本
人
孤
児
一
陣
三
〇
人
、

厚
生
省
の
招
き
で
来
日
。
2
3
―
都
、
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横
浜
市
関
係

2
4
―
横
浜
駅
西
口
再
開
発
を
め
ぐ
る
行
政
訴
訟

で
、
横
浜
地
裁
は
土
地
所
有
者
ら
の
請
求
却
下

▽
市
、
身
障
者
職
員
採
用
試
験
合
格
者
発
表
。

四
月
一
日
採
用
、
二
七
人

2
5
―
中
区
の
米
軍
住
宅
三
施
設
、
三
月
三
十
一

日
付
返
還
決
定
。
約
八
一
h
a

2
6
―
市
内
在
住
国
家
公
務
員
対
象
に
、
東
京
で

　
「
よ
こ
は
ま
2
1
世
紀
プ
ラ
ン
」
「
み
な
と
み
ら

い
2
1
」
に
関
す
る
市
主
催
説
明
会
開
催
。
▽
市

長
選
の
事
前
説
明
会
開
く

３
―
「
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
の
総
点
検

運
動
」
に
よ
り
、
実
質
四
七
九
件
改
善

５
―
「
自
治
体
革
新
を
め
ざ
す
よ
こ
は
ま
の
会
」

　
「
市
民
の
市
長
を
つ
く
る
会
」
と
の
共
闘
断
念

８
―
市
建
築
審
査
会
、
「
横
浜
こ
ど
も
科
学
館
」

の
建
設
差
し
止
め
を
求
め
る
行
政
不
服
申
し
立

て
に
対
し
、
住
民
側
の
請
求
を
退
け
る
裁
決
。

▽
国
連
・
ア
ジ
ア
太
平
洋
都
市
会
議
実
行
委
員

会
、
市
民
作
文
「
私
の
中
の
ア
ジ
ア
と
日
本
」

の
入
賞
者
発
表
、
表
彰
式

1
2
―
港
湾
局
、
五
十
六
年
横
浜
港
港
勢
概
要
発

表
。
入
港
船
舶
七
】
、
四
六
〇
隻
で
五
・
七
％

滅
。
コ
ン
テ
ナ
貨
物
一
、
一
〇
四
万
五
、
〇
〇

〇
ｔ
。
一
五
・
六
％
増

１
３
―
Ｑ
Ｅ
Ⅱ
、
二
年
ぶ
り
六
度
目
の
来
浜
（
ｓ

1
4
）
。
▽
金
沢
区
福
浦
に
「
横
浜
ヘ
リ
ポ
ー
ト
」

完
成
、
落
成
式
。
市
消
防
局
と
県
警
共
同
使
用

自
治
体
・
国
・
社
会

無
断
欠
勤
な
ど
の
職
員
三
三
人
を
懲

戒
処
分
。
2
4
―
県
選
管
の
「
政
治
と

選
挙
に
つ
い
て
の
意
識
調
査
」
に
よ

る
と
、
地
方
政
治
不
満
派
四
五
・
九

％
。
満
足
派
三
二
・
〇
％
。
2
6
―
川

崎
球
場
及
び
周
辺
環
境
整
備
調
査
研

究
専
門
委
員
会
、
市
長
に
答
申
。
「
か

わ
さ
き
ガ
ー
デ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
」

建
設
な
ど
。
2
7
―
厚
生
省
の
国
民
生

活
実
態
調
査
に
よ
る
と
、
暮
ら
し
が

苦
し
い
四
〇
・
一
％

３
―
総
理
府
統
計
局
、
五
十
六
年
家

計
調
査
報
告
発
表
。
実
質
〇
・
八
％

減
。
二
年
連
続
実
質
減
。
８
―
不
動

産
協
会
、
五
十
六
年
住
宅
宅
地
供
給

実
績
発
表
。
マ
ン
シ
ョ
ン
販
売
戸
数

前
年
比
一
一
・
四
％
増
。
９
―
全
国

市
長
会
、
五
十
六
年
九
月
末
現
在
の

都
市
人
口
概
況
発
表
。
六
五
〇
市
で

総
人
口
の
七
七
％
。
1
0
―
大
阪
市
特

別
職
報
酬
審
議
会
、
平
均
八
・
〇
％

引
き
上
げ
答
申
。
市
長
一
一
〇
万
円

で
日
本
一
に
。
1
1
―
山
形
県
金
山
町

議
会
、
全
国
初
の
情
報
公
開
条
例
「
金

山
町
公
文
書
公
開
条
例
案
」
可
決

が
施
行
。
1
2
―
気
象
庁
、
北
海
道
で

地
震
の
誤
情
報
流
す
。
1
3
―
県
衛
生

部
、
県
下
の
ホ
テ
ル
、
旅
館
の
安
全

対
策
で
防
災
基
準
に
合
格
し
た
五
〇

八
施
設
に
「
適
」
マ
ー
ク
交
付
。
交
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市政日誌

1
5
―
市
の
金
沢
地
先
埋
立
問
題
協
議
会
解
散

1
6
―
市
会
本
会
議
、
五
十
七
年
度
当
初
予
算
案

原
案
通
り
可
決
、
反
核
意
見
書
採
択

1
7
―
市
自
転
車
等
駐
車
対
策
会
議
発
足
。
▽
金

沢
公
園
の
一
部
（
五
分
の
一
）
完
成
、
開
園
式
。

▽
松
平
義
幸
助
役
退
職

1
8
―
市
美
術
館
基
本
構
想
委
員
会
、
文
化
美
術

情
報
セ
ン
タ
ー
、
子
供
ア
ト
リ
エ
等
を
盛
り
込

ん
だ
答
申
を
市
長
に
提
出

2
1
―
市
選
管
、
市
内
選
挙
人
名
簿
登
録
者
数
一

九
六
万
三
、
二
〇
一
人
と
発
表

2
2
―
市
長
選
挙
告
示

2
3
―
市
長
選
挙
告
示
締
切
。
史
上
最
多
の
六
人

立
候
補
。
▽
磯
子
区
選
出
の
久
松
久
市
議
（
社

党
）
死
去
（
5
8
）

2
9
―
西
区
の
尾
張
屋
橋
全
面
開
通
。
長
さ
一
八

三
ｍ
で
市
内
一
長
い
橋

3
0
―
京
浜
外
貿
埠
頭
公
団
解
散
。
習
日
よ
り
、

横
浜
港
埠
頭
公
社
引
き
継
ぐ

3
1
―
中
区
の
米
軍
住
宅
三
施
設
返
還
式
。
▽
保

土
ケ
谷
区
市
議
補
選
、
三
人
立
候
補

１
―
市
廃
棄
物
交
換
シ
ス
テ
ム
開
始
。
▽
大
桟

橋
国
際
船
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
無
料
開
放
開
始
。
▽

市
、
県
乗
用
自
動
車
協
会
横
浜
支
部
、
県
個
人
タ

ク
シ
ー
連
合
会
と
「
災
害
時
の
無
線
通
信
協
定
」

調
印
。
▽
シ
ル
ク
ホ
テ
ル
、
経
営
不
振
で
二
三

年
の
歴
史
に
幕
。
▽
市
職
員
五
三
三
人
採
用

３
―
根
岸
線
本
郷
台
駅
前
広
場
オ
ー
プ
ン

９
―
中
区
伊
勢
佐
木
町
一
・
二
丁
目
地
区
商
店

付
率
六
一
％
。
1
6
―
県
、
五
十
七
年

度
か
ら
県
立
高
校
六
校
を
地
域
開
放

と
発
表
。
1
7
―
医
療
問
題
専
門
家
会

議
、
医
療
法
制
の
見
直
し
等
答
申
。

1
8
―
川
崎
公
害
患
者
ら
一
一
九
人
、

大
気
汚
染
物
質
排
出
差
し
止
め
と
損

害
賠
償
求
め
て
横
浜
地
裁
川
崎
支
部

に
提
訴
。
2
0
―
自
治
省
、
地
方
公
務

員
の
定
員
管
理
調
査
発
表
。
五
十
六

年
四
月
現
在
三
二
〇
万
五
、
七
一
八

人
。
▽
上
野
動
物
園
開
園
百
年
記
念

式
典
。
2
1
―
北
海
道
浦
河
で
志
度
六

▽
8
2
年
平
和
の
た
め
の
ヒ
ロ
シ
マ
行

動
に
二
〇
万
人
参
加
。
2
4
―
大
阪
地

裁
、
箕
面
忠
魂
碑
違
憲
訴
訟
で
違
憲

判
決
。
2
5
―
神
奈
川
婦
人
の
地
位
向

上
プ
ラ
ン
策
定
委
員
会
、
基
本
構
想

案
、
基
本
計
画
案
を
知
事
に
答
申
。

3
0
―
ガ
ッ
ト
、
「
8
1
年
国
際
貿
易
年

次
報
告
」
発
表
。
世
界
貿
易
総
額
、

5
8
年
以
来
二
四
年
ぶ
り
減
少
。
3
1
―

地
方
税
法
改
正
案
可
決
、
一
八
七
市

の
Ｃ
農
地
課
税
対
象
に

１
―
京
都
市
空
き
缶
条
例
施
行
。
▽

国
土
庁
、
一
月
一
日
現
在
の
地
価
公

示
。
全
国
平
均
八
こ
二
％
ア
ッ
プ
。

▽
五
〇
〇
円
硬
貨
登
場
。
一
五
年
ぶ

り
新
硬
貨
。
▽
日
本
医
師
会
長
に
花

岡
堅
而
氏
。
▽
県
カ
ラ
オ
ケ
条
例
施

行
。
２
―
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
英
領
フ
ォ

ー
ク
ラ
ン
ド
諸
島
占
領
。
８
―
県
総

合
福
祉
政
策
委
員
会
発
足
。
▽
第
二

街
振
興
組
合
理
事
会
、
街
づ
く
り
協
定
決
定

1
1
―
市
長
選
挙
投
票
日
。
投
票
率
三
九
・
七
六

％
。
前
回
比
三
・
六
八
％
増
。
保
土
ヶ
谷
区
市

議
補
選
、
投
票
率
四
四
・
一
五
％

1
2
―
細
郷
道
一
市
長
再
選
。
五
二
万
票
で
井
之

川
氏
に
三
三
万
票
差
。
得
票
率
六
九
・
八
六
％

▽
保
土
ヶ
谷
区
市
議
補
選
は
中
村
達
三
氏
（
自

民
）
初
当
選
。
▽
横
浜
地
方
法
務
局
旭
出
張
所

業
務
開
始
。
旭
・
瀬
谷
区
を
管
轄

1
6
―
市
長
、
再
選
後
初
登
庁

1
9
―
中
区
新
本
牧
地
区
の
地
権
者
四
一
六
人
が

街
づ
く
り
協
定
締
結
。
▽
市
大
教
授
会
、
新
学

長
に
高
井
修
道
氏
選
出

2
0
―
臨
時
市
会
開
会
（
～
2
3
）

2
2
―
南
区
中
村
町
で
、
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
落
成
式
。
三
階
建
、
三
、
〇
〇
〇
㎡

2
5
―
戸
塚
区
の
「
飯
島
市
民
の
森
」
、
一
〇
周

年
記
念
式
典
、
市
民
の
森
第
一
号

2
6
―
商
工
会
議
所
常
議
員
会
、
近
代
美
術
館
の

美
術
品
収
集
資
金
と
し
て
三
億
円
カ
ン
パ
決
定

2
7
―
西
公
会
堂
オ
ー
プ
ン
。
▽
横
浜
駅
東
西
自

由
通
路
で
陶
板
壁
画
「
大
陽
と
こ
ど
も
」
除
幕

式
。
縦
四
ｍ
、
横
一
五
ｍ
。
▽
東
京
湾
岸
自
治

体
公
害
対
策
会
議
、
横
浜
で
全
体
会
議

2
8
―
市
職
能
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
、
中
区
山
下

町
で
開
所
。
六
施
設
併
設
。
▽
金
沢
工
業
団
地

　
三
号
地
集
団
進
出
第
一
号
の
、
二
つ
の
協
同
組

　
合
の
組
合
員
工
場
完
工
式

　
3
0
―
市
老
人
問
題
研
究
会
最
終
報
皆
。
「
市
民

　
福
祉
事
業
団
」
設
立
な
ど
提
言

次
教
科
書
訴
訟
で
最
高
裁
、
家
永
勝

訴
の
二
審
判
決
を
破
棄
、
高
裁
へ
差

し
戻
し
。
▽
鉄
鋼
大
手
賃
上
げ
回
答
、

六
・
三
六
％
。
1
0
―
国
税
庁
の
「
五

十
六
年
お
酒
白
書
」
に
よ
る
と
、
消

費
量
は
史
上
最
高
の
七
〇
一
万
二
千

k
l
。
そ
の
う
ち
ビ
ー
ル
が
六
六
・
二

％
と
一
位
。
Ｈ
―
京
都
府
知
事
選
、

林
田
悠
紀
夫
知
事
再
選
。
1
4
―
公
労

協
ス
ト
中
止
で
、
一
四
ぶ
り
ス
ト
な

し
春
闘
。
1
9
―
基
地
関
係
県
市
町
連

絡
協
議
会
、
首
相
、
米
大
使
ら
に
厚

木
基
地
の
騒
音
防
止
を
求
め
る
要
請

書
を
提
出
。
▽
都
長
期
計
画
懇
談
会

都
長
期
計
画
基
本
構
想
を
知
事
に
答

申
。
2
0
―
国
鉄
運
賃
平
均
六
・
一
％

値
上
げ
。
五
年
連
続
。
初
乗
り
こ
一

〇
円
に
。
2
1
―
知
事
主
催
の
市
長
会

議
開
催
、
一
九
市
長
出
席
。
2
2
―
県

勤
労
婦
人
問
題
協
議
会
、
「
雇
用
に

お
け
る
男
女
平
等
実
現
の
た
め
に
」

と
題
す
る
報
告
書
を
知
事
に
提
出
。

2
3
―
知
事
主
催
の
町
村
長
会
議
、
一

八
町
村
長
出
席
。
2
5
―
五
十
六
年
賃

金
構
造
基
本
統
計
調
査
に
よ
る
と
、

男
子
年
齢
別
賃
金
で
は
四
五
一
四
九

歳
が
最
も
高
い
。
2
6
―
浅
間
山
、
九

年
ぶ
り
噴
火
。
2
7
―
全
国
市
議
会
議

長
会
、
五
十
五
年
中
の
市
議
会
活
動

の
実
態
調
査
結
果
発
表
。
六
四
九
市

の
う
ち
直
接
請
求
一
八
市
一
八
件
。

2
8
―
大
蔵
省
・
日
銀
、
五
十
六
年
度

国
際
収
支
発
表
。
三
年
ぶ
り
黒
字

資料は「広報よこはま」によったほか、主として神奈川新聞を参考にした。*印は日付不確定のため新聞発行日。
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